
強度試験依頼書インストール手順強度試験依頼書インストール手順強度試験依頼書インストール手順強度試験依頼書インストール手順    

 

１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに    このプログラムはWindowsが動作する PCでのみ使用することができます。 スマートフォン等の携帯端末（Android、iOS）では動作しませんのでご注意ください。 
 

２．２．２．２．インストールインストールインストールインストール    １）「コンクリート強度試験依頼書」をクリックすると画面下のようなメッセージが表示されますので、［保存］ボタン右の三角から［名前を付けて保存］を選び、デスクトップ等わかりやすいフォルダに保存してください。 （インターネットエクスプローラーを使用した場合） 

 ※お使いのブラウザや、ウイルス対策ソフトの状況により、保存時に「安全なファイルではありません」等メッセージが表示されることがありますが、そのまま保存処理を続行してください。 



２）保存したファイルを開き、「奈良工組依頼書 SETUP.EXE」をコピーし、デスクトップに貼り付けます。 

 

 

 デスクトップに「奈良工組依頼書 SETUP.EXE」が貼り付きました。 
 

 

 

 

ファイルを右クリックしてコピーを選択します。 
デスクトップを右クリックして貼り付けを選択します。 



３）「奈良工組依頼書 SETUP.EXE」を右クリックして、「管理者として実行」を選択します。 

 

 ４）次のような画面が表示されますので、[ＯＫ]をクリックします。 

 

クリック 



５）「パソコン」のボタンをクリックしてください。 

 

 

 ６）「継続」をクリック。 

 

 ７）「ＯＫ」をクリック。 
 

 

 以上で、インストール完了です。 

クリック 

クリック 

クリック 



操作手順操作手順操作手順操作手順    

 

１．起動方法１．起動方法１．起動方法１．起動方法    「スタートボタン」→「プログラム」→「生コンエキスパートシリーズ」→「奈良県工組 強度試験依頼書」をクリックするとデータ入力ウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

クリック 



２．初期設定２．初期設定２．初期設定２．初期設定    

 「設定」→「初期設定」をクリックすると、下記の初期設定入力画面が表示されます。 

 

� 書類番号（先頭３文字）  奈良工組より割り振られている工場番号を入力します。 
� 書類番号（次の依頼書に割り振る連番） 依頼書に割り振る連番を入力します。 
� 製造工場 会社名・工場名を入力します。 

 

３．データ入力３．データ入力３．データ入力３．データ入力    

 

 

いずれかを選択 クリック 
いずれかを選択 



� 入力項目については、すべてワープロ形式による入力となっております。入力されなかった項目については、印刷時に棒線を引くようになっておりますので、“－”などを使って、あらかじめ消しておく必要はありません。 
� 工事名、施工者については、2行印刷出来るようになっております。共同企業体などの長い施工者名の場合は、2行目に振り分けて入力すると依頼書も 2行で印刷されます。 
� コンクリート種類、セメント記号、混和剤の種類については、右側の▼マークをクリックすることにより、表示されたリストの中から選択して入力する事が出来ます。リスト内に表示される内容は修正できませんので、選択できない場合は直接入力してください。 
� 打込年月日、試験年月日については、西暦形式で入力してください。 例：「「「「２０１９２０１９２０１９２０１９年年年年６６６６月月月月１１１１日」日」日」日」を入力する場合 ⇒ ２０２０２０２０１９０６０１１９０６０１１９０６０１１９０６０１    と続けて入力します。 
� また、スペース を入力することにより表示されたカレンダーを、マウスでクリックして入力する事もできます。 
� 打込年月日及び材齢を入力すると、試験年月日は自動的に入力されます。 
� 今回の依頼書では、書類No.は、「工場番号(３桁)」＋「依頼書の連番(３桁)」の形式となっており、「依頼書の連番」は、次の連番を表示 ボタンをクリックする事で、次の連番が表示されます。 



４．４．４．４．ファイルのファイルのファイルのファイルの保存保存保存保存    

 入力したデータを、ＵＳＢメモリーやハードディスクに保存する場合、「ファイル」→「上書き保存」もしくは「名前を付けて保存」をクリックします。 

 

 １）名前を１）名前を１）名前を１）名前を付付付付けて保存の場合けて保存の場合けて保存の場合けて保存の場合    

 

 「保存する場所」を選択し、ファイル名を入力後、保存(S) ボタンをクリックします。 
 ※※※※    初めは書類番号が自動的にファイル名として表示されますが、わかり易い名前に変更し初めは書類番号が自動的にファイル名として表示されますが、わかり易い名前に変更し初めは書類番号が自動的にファイル名として表示されますが、わかり易い名前に変更し初めは書類番号が自動的にファイル名として表示されますが、わかり易い名前に変更して頂いてて頂いてて頂いてて頂いてもももも結構です。結構です。結構です。結構です。    
 ２）上書き保存の場合２）上書き保存の場合２）上書き保存の場合２）上書き保存の場合    既に開かれたファイルがある場合は、同じファイルに上書きされます。まだファイルが開かれていない場合は、「名前を付けて保存」の場合と同じ手順で保存します。 

クリック 
①保存する場所を選択 

③クリック ②ファイル名を入力 



５．５．５．５．保存された保存された保存された保存されたファイルを開くファイルを開くファイルを開くファイルを開く    

 ＵＳＢメモリーやハードディスクに保存したデータを表示する場合、「ファイル」→「開く」をクリックします。     
 

 

 

 

 

 保存されているデータを選択後、開く(O) ボタンをクリックすると、入力画面上にデータが表示されます。 

クリック 
①開く場所を選択 

②開くファイルを選択 ③クリック 



６６６６．．．．依頼書の印刷依頼書の印刷依頼書の印刷依頼書の印刷    

 強度試験依頼書を印刷する場合、「ファイル」→「印刷」をクリックします。 

 

 印刷ウインドウが表示されますので、印刷部数等を入力後、ＯＫボタンをクリックすると、印刷されます。 

 

 

� 印刷部数 ・・・・・・・ 一度に印刷する帳票の部数を入力します。 
� 帳票種類 ・・・・・・・ 通常、「依頼書」を選択します。 
� 使用するプリンタ ・・・ 実際に印刷で使用するプリンタを選択します。 
� 給紙位置 ・・・・・・・ 選択したプリンタの、どの位置から給紙するかを選択します。 
� 上余白、左余白 ・・・・ 通常、上余白、左余白とも、０を入力しておいて下さい。 
 以上 

クリック 


